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北病棟チームカンファレンス記録

平成１８年　９月　２９日（金）

司会　沢田　静子　　　記録　川井　さと子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 来週の業務分担表を作成しました。１0月7日（土）の青仁会祭りの分担も記入している為、確認して下さい。13：00～16：00まで患者様が祭りに参加する予定となっている為、午前中にSSTを行いたいと思います。内容は、祭りの際に配布されるチケットの使い方や屋台のスタッフへの話し掛け方等、ロールプレイを行いましょう。

· アドバイザー評価について、各G.O.Mも評価する事となりましたので、本日、業務を調整し荒木田Ns、紫波Ns、番地CWと面談を行います。

· 日常生活支援、服薬管理担当の進捗状況を今月中に阿部G．O．Mへ報告して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 本田　英之様～10月1日～10月2日まで家族との交流の為の外泊希望がありまし

た。担当医より10月2日（月）のリハプロの開始時間に間に合う様に帰院する様にとの事で、本人から御家族へ話した所「もう一度考えたい」と話されていました。本人が本日の夕方に再度電話し時間確認するとの事です。

· 大上　なみ様～脱肛処置の為、9月30日～10月13日まで14日分、ネリプロクト

軟膏が継続処方となっています。肛門部の観察、出血、疼痛の有無について確認し、清潔の保持を含めた悪化防止への援助をしていきましょう。

· 小坂　君子様～本日歯科受診されています。義歯の調整をしています。次回は10　　

月5日（木）で継続治療要します。引き続き義歯・口腔内の状態を注意して観察していきましょう。

＜施設入所検討＞

伊藤　雄一様～現在、青山荘入所判定待ちとなっていますが、下平PSWが再度青山荘

へ問い合わせ予定となっています。

9月27日準夜帯で、「青山荘退所後はどうするのか。生きる気力もない。自殺願望もある」と不安をかかえている様子見られています。御家族が主治医と今後について面談を行い、青山荘退所後はグループホーム入所を望んでおられますが、本人にはこの事を話していません。どうして青山荘へ入所するのか？目的は何か？等話し合い関っていきましょう。又、最近は不安をスタッフに話す事が徐々に出来てきていますので、よく話を傾聴し不安を取り除くよう関わっていきましょう。最近は自室にいる事が多く、首をつる、リストカット、道路に飛び出すなど自殺企図に注意し、10月1日（日）八戸駅へ散歩に行く予定となっており、睡眠状況や言動、精神状態の観察、所在確認を行っていきましょう。

· 沢田　三朗様～御家族が面会に来られ、自宅での受け入れは可能である事を話され　

ています。現在は、自己服薬管理1週間、10月から外泊訓練開始予定となっています。買い物はスタッフ付き添いで行かれている為、徐々に単独での買い物を勧めていきましょう。本人は疲れがたまると気が遠くなる等身体不調の訴えが多くなると話されていますが、本人の負担とならない様訴えがあった際は話を傾聴し、疲れがたまった際は、身体を休めるよう声掛けしていきましょう。

· 村上　幸子様～本人の希望として御家族の受け入れが可能であれば年内に退院し

たいと話されています。本人は「自信がない」と話されている為、具体的に何について自信がないのか本人に確認し話し合っていきましょう。退院後は自宅へ引きこもってしまう可能性があると思われ、自宅近辺に作業所があるのであれば利用した方が良いと思われます。担当スタッフは本人と話し合いを持ちながら、下平PSWへ確認・

相談して下さい。

＜Dr猪股ケース検討＞

· 五日市　規様～鼻汁、鼻閉見られています。本人は「今日様子を見て、明日ダメだ

ったら薬をもらいたい」と話されています。マスク着用、手洗い・うがいをするように促しています。

＜SSTミーティング＞

· 9月30日は、今月の評価と来月の目標設定です。

· 10月の短期目標は、地域で生活する為に何が必要かを患者様に考えて頂きます。

⇒地域で生活する予定がある方は目標の設定が出来るが、予定がない方はどうするのか。

⇒退院後（自宅へ帰った際）に出来ない事を考えるのではなく、出来る事は何かを先に考えて頂く。

⇒患者様の能力向上を考える為、目標達成が難しいのではないか。患者様によっては能力維持が精一杯で、能力向上を期待し目標を設定するとプレッシャーになってしまうのではないか、その見極めが大事なのではないか。

⇒自分から目標に向かって行くような気持ちになるように、やる気がでるように褒め援助していく。

⇒患者様の趣味や今までの生活歴に興味を持ち関る。

⇒「○○さんは出来そうだから…こうした方が良いと言ってしまう」と言語にして表現する事により、フィールドバックになり頑張ろうという気持ちになるのではないか。

⇒リーダーとコ･リーダーのコミュニケーションを患者様に見て頂くのも良いのではないか。

等、意見がありました。今後、検討していきたいと思います。


































